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 要 旨   

背景 

プロバイオティクスは、アルコール性肝炎（AH）患者で腸内細菌叢を回復することによって、腸由来

の細菌性リポ多糖類（LPS）を減らすかもしれない。我々は AH を有する患者でプロバイオティクス

の治療効果を評価した。 

患者と方法： 

2010年 9月から 2012年 4月の間に、117人の患者（プロバイオティクス 60人とプラセボ 57人）は、

培養された Lactobacillus subtilis/Streptococcus faecium（1500mg/日）またはプラセボを 7日間受け

るために前向きに無作為割付された。すべての患者は入院して、本研究の 7 日間アルコールの消

費は許されていなかった。肝臓機能検査、炎症誘発性のサイトカイン、LPS と便培養法によるコロ

ニー形成単位を治療の後に調べ比較した。 

結果 

両群において、ＡＳＴ/ＡＬＴ、ＡＬＰ、γ-ＧＴＰ、ビリルビンとプロトロンビン時間の平均レベルは、7日

日の断酒後に有意に改善された。プロバイオティクス群（ベースライン、そして、治療後）において、

アルブミン（3.5 +/- 0.7 と 3.7 +/- 0.6g/dl、P=0.038）と腫瘍壊死因子ＴＮＦ-α（121 +/- 244 と 71 +/- 

123pg/ml、P=0.047）が、有意差を示した。加えて、大腸菌のコロニー形成単位数は、有意に減少し

た（435 +/- 287 と 168 +/- 210（P=0.002））。プラセボ群において、LPS（1.7 +/- 2.8 と 2.0 +/- 2.7濃縮

ウラン/ml）のレベルは、有意に上昇した。グループ間の比較において、ＴＮＦ-α（P=0.042）と LPS

（P=0.028）のレベルの有意差が群間で観察された。 

結論 

即時に断酒することは、AHの患者のための最も重要な治療である。 

加えて、培養 L. subtilis/S. faeciumの 7日間の経口補給は、腸内細菌叢を復旧し、AHを有する患

者における LPSの改善と関係していた。 

 

 


